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倉庫事業

LRT事業

配送事業

倉庫を借りると同時に
実店舗を持つことが可能

歩行者優先のまちづくりの実現
LRTと拠点の整備

今後再整備により増加する
広場・公園にコンテンツを展開

コンテンツを享受

移動手段の享受

施設利用

配送サービスの利用

EC事業に参加し事業拡大
池袋外から出店が可能

移動手段と
流通ネットワークの確保

荷捌きスペースとして増加
自動車の過分な呼び込み抑制

配送先が集中する都心部に
効率よく配送することが可能

床面積が広く賃料が高い都心で
多くの事業者に倉庫空間を貸出

駅前に交通拠点を建設し
既存交通網との連携が可能

都心の配送拠点となり
コストの削減・時間の短縮が可能

駐車施設は池袋内外をつなぐ配送拠点としてハブ化する．立地の価値が上昇し追加機能が見込まれる

LRT整備と同時に流通ネットワークを確保 ゲリラ的にイベントが開催可能

LRT事業がレールの管
理，倉庫事業がラックの
管理，配送業者がラック
の移動を行い連携し合う
ことで池袋に交通・輸送
インフラを形成する．

ラックをレンタルすること
が，倉庫と店舗を両方持
つことになる．池袋内外
から事業が簡単に新規
参入することができるよ
うになり，街のコンテンツ
が多様化する．

大小幅広い規模の事業
のラックが建築内外でレ
ールを介して交じり合うこ
とで，従来の建築では起
こり得なかった店同士の
交流をつくり出し、コラボ
レーションが巻き起こる．

レンタル料

オンラインでのPR

コラボレーション 配送拠点のハブ化

誘致・バックアップ

都市の回遊性向上

維持・管理

ラック移動

ラック貸出

体験

価値の上昇

レール

集荷・出荷場所

ラック貸出 歩行者空間 LRT・施設 コンテンツ 場所提供

レンタル料ラック貸出 建設資金

レール
レール

宣伝効果

移動手段 集荷・出荷場所集荷・出荷
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Flow Line 4種の倉庫のズレにより，異なる
スケールのラックが立体的に交わる

4種の倉庫を分散配置し，立体街路を
挿入することで多様な体験が連鎖する

コアに全ての倉庫が接地することで，
ラックの回遊性を作り出す

/最大保有数170台

/最大保有数150台

/最大保有数94台

/最大保有数53台

面積4800×4800mm
ラックの垂直移動装置

4種の倉庫のズレを利
用した立体街路を構築

物流倉庫 配送センター +α都市型倉庫 お届け先

荷捌きルール適用範囲

駅周辺整備計画エリア

ラック×レール
池袋では景観保護の観点から，架線なし
で走行可能な蓄電池電車が導入される．
高さに制限されることなく，大小様々な
ラックが輸送可能となる．

① LRT回遊路線
池袋東口回遊路線に加えて二路線
が構想されている．区内のヒトと
モノの移動手段の中心として，面
的なネットワークを形成する．

□ダイナミックスペース
この建築はひと繋がりの大空間で構成されてい
る．ラックが移動することで，建築内部のラッ
ク保有率が流動的に変化し，ふいにヴォイドが
現れる．そのヴォイドを介して偶発的な事業間
（ラック間）の関係が生まれる．

□ラックスキン
ラックには棚板が設けられることから，スキン
として機能し日射遮蔽に有効である．またラッ
クが移動することで，アクティビティに合わせ
て柔軟に外部環境を取り込むことができる．

② 駐車施設
LRTとの連携により，区外から訪
れたトラックの荷捌きスペースと
してハブ化する．またパーク･アン
ド･ライド駐車場として機能する．

④ パブリックスペース
東京でも最大級の敷地面積を持つ
広場･公園にレールを接続するこ
とで，ラックを乗り入れ可能とし
様々なコンテンツが展開する．

③ 歩行者空間
LRTによりトランジットモールを
実現し，街の回遊性が向上する．
区内への車両の流入を抑制し，ヒ
ートアイランド現象を緩和する．

荷捌きルールの策定

LRT構想

　池袋は現在，駅前広場や公園の再整備·LRT構想･
荷捌きルールの策定など歩行者優先のまちづくりを
進めており，歩行者空間の創出と交通･輸送インフ
ラ整備の両立が不可欠である．LRTを中心として，
池袋駅周辺の交通機能を転換するだけでなく新たな
流通ネットワークを築き，広域的なヒト･モノ･サー
ビスの結節点としての建築が「すべての利用者が主
役になれる街」池袋に求められている．

　ラックはLRTと段ボールの規格からS/M/L/XL，4種
のスケールを定義し，幅広いニーズと事業規模への対
応を可能とする．またラックには取り外し可能な棚板
がH=300~1200mm毎に設けられ，事業者はテナント
として自由に商品をディスプレイすることができる．
このラックが移動することで，建築内に様々なモノが
集積し偶発的なイノベーションが発生する．

　4種のラックのスケールに合わせた倉庫のボリュームを積み重ねていく．S/M/L倉庫がXL倉庫に纏う
ように設けることで，XL倉庫がヴォイドとして機能し多様な関係を結ぶ．またS/M倉庫を立体的に連
続させて配置することで，ヒューマンスケールな垂直移動とダイナミックな空間変化が共存する．

　本計画ではLRT事業・倉庫事業・配送事業の3社を中心とした運営形態を採用する．これらの運営事業が区内に交通・輸送インフラを形成する対価として，豊島
区はLRT車両の貸出・整備と周辺企業と共に施設の建設資金を出資する．これにより，豊島区はLRTの設置と同時に流通ネットワークを形成して歩行者優先のまち
づくりを実現が可能となり，運営事業はラックとレールを利用した新事業の拠点を好立地に整備することができる．また，LRT回遊路線周辺の駐車施設は荷捌きス
ペースとして，パブリックスペースはラックによってコンテンツが展開される場所と価値付けられるなど，面的に賑わいのある都市空間を生み出すことができる．

　都市型倉庫の持つ「ラック」がLRTの「レール」を利用して回遊する．ラック自体がレールに沿って移
動することで，街中にLRTを利用してモノを行き交いさせることが可能となる．一方建築内部は，商業空
間やイベントスペースなど，多様なニーズに合わせて空間や機能を変化することできる．スラブのズレによってラックが交錯し，事業規模の垣根を超えたポップアップストアが開催される

XL倉庫特有の天井高を生かした空間とアクティビティ

時間毎に合理的な倉庫や配送センターなど空間や機能が変化し，建築内部に様々な表情を生む

歩行者空間が創出され，ラックが池袋中に展開する池袋中のモノが4種の倉庫に集積し，カルチャーを映し出すスクリーンとして新たな街の顔となる

　配送先が集中するエリアに立地し，小区画で利用可能な倉庫のことを「都市型倉庫」という．流通の中
間拠点として配送サービス全体の効率性を高めることができる他，モノを集積し発信する拠点となる．

流通業の急成長に対する都市型倉庫の必要性02-1

02-2

03-1

都市型倉庫×LRTによるモノの移動

02-3都市型倉庫×LRTによるヒト･モノのネットワーク化

幅広い事業に対応するS/M/L/XLラック

03-2 S/M/L/XL倉庫の積層による事業間の結節

歩行者空間の整備を進める池袋01

03

02

ラック・アンド・レール建築（RACK'N RAIL Architecture） 04 LRT・倉庫・配送事業を中心とした官民連携プラットフォーム

都市型倉庫×LRTRACK'N RAIL
- LRTを利用した流通拠点により歩行者優先の池袋へ
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